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第１号議案 

災害等扶助交付金の金額の決定及び通知並びに同交付金の交付について 

（案） 

 九州電力送配電株式会社、北陸電力送配電株式会社及び東北電力ネットワーク株式会

社より受理した災害等扶助交付金の交付申請書に関して、業務規程第１７６条の１３第

１項の規定に基づき申請内容の精査を行った。これを踏まえ、同条第２項の規定に基づ

き交付金額を決定し、交付対象者へ決定通知書により通知するとともに、同規程第１７

６条の１４の規定に基づき、翌事業年度において同交付金の交付を行う。 

１．交付申請者 

（１）九州電力送配電株式会社

（２）北陸電力送配電株式会社

（３）東北電力ネットワーク株式会社

２．申請件名（案件番号） 

（１）２０２２年台風１１号による被害に対する仮復旧費用（２０２２－０４）

（２）２０２２年台風１４号による被害に対する仮復旧費用（２０２２－０５）

（３）２０２２年８月 石川県・福井県での大雨（２０２２－０６）

（４）新潟豪雨災害による被害に対する仮復旧費用（２０２２－０７）

※（１）（２）は九州電力送配電株式会社、（３）は北陸電力送配電株式会社 

（４）は東北電力ネットワーク株式会社からの申請

※上記件名は、申請事業者からの申請件名に基づく

３．申請受理日（案件番号） 

（１）２０２３年１月 ５日（２０２２－０４）

（２）２０２３年１月 ５日（２０２２－０５）

（３）２０２３年１月２５日（２０２２－０６）

（４）２０２３年１月３１日（２０２２－０７）

４．交付金額（審査結果） 

別紙１の審査結果に基づく（自己負担１割を除いた額） 

（１） １８０，１０４，０００円（２０２２－０４） 

（２） １，４８８，９４５，０００円（２０２２－０５） 

（３） １９，６８４，０００円（２０２２－０６） 

（４） １０，１１３，０００円（２０２２－０７） 
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５．申請事業者への決定通知書 

別紙２、別紙３、別紙４及び別紙５の通り 

 

６．交付金の交付（支払い） 

４．の交付金額については、現時点、災害等扶助拠出金の積立残高が０円（また、

翌事業年度に支払う未交付額約１．５億円）であることから、業務規程第１７６条の

１４第２項の規定に基づき、２０２３年度分災害等扶助拠出金６２．１億円（予定）

の納付完了の翌月末を以って交付する。 

 
 交付金額 ２０２３年３月

末日支払い額 

２０２３年度分 

災害等扶助拠出金の納付完了の

翌月末日支払い額 

（１）九州電力送配電 

 ＜台風１１号＞ 
１８０，１０４，０００円 － １８０，１０４，０００円 

（２）九州電力送配電 

 ＜台風１４号＞ 
１，４８８，９４５，０００円 － １，４８８，９４５，０００円 

（３）北陸電力送配電 

 ＜石川・福井大雨＞ 
１９，６８４，０００円 － １９，６８４，０００円 

（４）東北電力ＮＷ 

 ＜新潟豪雨＞ 
１０，１１３，０００円 － １０，１１３，０００円 

合計 １，６９８，８４６，０００円 － １，６９８，８４６，０００円 

 

以 上 

 

【添付資料】 

別紙１：災害等扶助交付金の申請内容及び審査結果について 

別紙２：災害等扶助交付金の申請に関する交付金決定通知について（２０２２年台風 

１１号豪雨による被害に対する災害復旧費用（２０２２－０４）） 

別紙３：災害等扶助交付金の申請に関する交付金決定通知について（２０２２年台風 

１４号豪雨による被害に対する災害復旧費用（２０２２－０５）） 

別紙４：災害等扶助交付金の申請に関する交付金決定通知について（２０２２年８月 

石川県・福井県での大雨（２０２２－０６）） 

別紙５：災害等扶助交付金の申請に関する交付金決定通知について（新潟豪雨災害に 

よる被害に対する仮復旧費用（２０２２－０７）） 
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＜参考＞ 

（災害等扶助交付金の金額の決定） 

第１７６条の１３ 本機関は、交付対象者より災害等扶助交付金の申請があった場合に

は、第１７６条の１５に規定する運用要領で定める基準により申請内容を精査する。 

２ 本機関は、前項の精査を踏まえ、交付対象費用と認められる金額から、交付対象者

による１割の自己負担分を控除して災害等扶助交付金の金額を決定し、当該申請をし

た交付対象者に通知する。 

 

（災害等扶助交付金の交付） 

第１７６条の１４ 本機関は、前条第２項の規定により通知した金額を当該申請をした

交付対象者に交付する。 

２ 前項の規定にかかわらず、本機関は、ある事業年度に交付する災害等扶助交付金の

金額が災害等扶助拠出金の積立残高を超える場合においては、当該超える金額は、翌

事業年度以降に納付される災害等扶助拠出金をもって、翌事業年度以降に交付対象者

に交付する。 

 

 



災害等扶助交付金の申請内容及び審査結果

（別紙１）

１．九州エリア 2022年台風11号による被害に対する仮復旧費用

２．九州エリア 2022年台風14号による被害に対する仮復旧費用

３．2022年8月 石川県・福井県での大雨

４．新潟豪雨災害による被害に対する仮復旧費用

※上記件名は、申請事業者からの申請件名に基づく



1１．災害等扶助交付金の申請内容について

 九州電力送配電㈱、北陸電力送配電㈱及び東北電力ネットワーク㈱より、計４件の災害等扶助交付金申請があっ
た。（申請書類の不備等の有無を確認の上、九州電力送配電は1/5、北陸電力送配電は1/25、東北電力ネットワー
クは1/31付で受理）

 事務局にて申請内容について審査を行った結果を以って、本理事会にて交付額を決定し、決定通知書により通知すると
ともに、翌事業年度において同交付金の交付を行うこととしたい。

被災事業者 広域機関

１.災害基準確認

2.申請
3.相互扶助審査開始

4.支払い額の決裁
（理事会）

5.決定通知書発行

6.交付金支払い

7.交付金実績整理

支払い確認

通知書受理

8.年度の交
付実績報告
書を作成

10.年度末
時点における
累計交付金
額の通知

9.年度の交付
実績を報告

年度末時点におけ
る累計交付金額
の通知を受理
（一般送配電事業者）

＜申請交付に係る業務フロー＞ ＜今回申請内容＞
件名

（エリア）
停電発生日

（下段：99％停電
解消日）

該当する災害要件 最大停電
件数

申請交付金
（自己負担額控除

後）

台風11号
（九州）

2022/9/4
(2022/9/6)

【発災前】
・48時間先までの予想進路に
おいて暴風域に入る確率が
70％以上の範囲に入った。

約3万８千戸 180,275,000円

台風14号
（九州） 2022/9/17

(2022/9/22)

【発災前】
・48時間先までの予想進路に
おいて暴風域に入る確率が
70％以上の範囲に入った。
・大雨特別警報が発令された。
・停電戸数10万戸を超過した。

約35万3千戸 1,488,963,000円

石川・福井
大雨

（北陸）
2022/8/4

(2022/8/5)

【発生直後】
・1時間降水量が80mm
以上を観測した。

469戸 20,550,000円

新潟豪雨
（東北） 2022/8/3

(2022/8/8)

【発生直後】
・1時間降水量が80mm
以上を観測した。

2,241戸 10,113,000円

合計 1,699,901,000円
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１. 時間外労務費・手当・日当
29,660千円

２．資機材の材料費・輸送費
68千円

３．人員の移動・宿泊費
7,594千円

4．委託費
162,984千円

申請対象費用
200,306千円

（1）九州エリア 台風11号～申請金額の概要および査定～

申請交付額
(自己負担：10％を除いた額)

 仮復旧作業は事前対応（5日間）を含む8日間となり、時間外労務費の対象者として延べ1,985名が
対応にあたった。

 申請金額の約８割が委託費であり、査定の結果、作業期間の按分計算誤りの190,680円を未承認
とした。

 なお、他電力からの応援はなかった。

×0.9 = 180,275千円
※四捨五入の関係で各項目の金額と合計金額が合わない場合がある。
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１. 時間外労務費・手当・日当
192,842千円

２．資機材の材料費・輸送費
5,462千円

３．人員の移動・宿泊費
22,894千円

４．電源車等の燃料・
移動・点検費
597千円

５．委託費
1,432,608千円

申請対象費用
1,654,403千円

（2）九州エリア 台風14号～申請金額の概要および査定～

申請交付額
(自己負担：10％を除いた額)

 仮復旧作業は事前対応（4日間）を含む10日間となり、時間外労務費の対象者として延べ6,654名が
対応にあたった。

 申請金額の約９割が委託費であり、査定の結果、対象外の申請など、19,974円を未承認とした。
 なお、他電力からの応援はなかった。

×0.9 = 1,488,963千円
※四捨五入の関係で各項目の金額と合計金額が合わない場合がある。



4（3）2022年8月 石川県・福井県での大雨～申請金額の概要および査定～

 仮復旧作業は２日間であり、時間外労務費の対象者として延べ１２８名が対応にあたった。
 申請金額の約85％が委託費であり、査定の結果、仮復旧終了扱い日後の時間外労務費・日当の

961,659円を未承認とした。
 なお、他電力からの応援はなかった。

１. 時間外労務費・手当・日当
1,848千円

２．資機材の材料費・輸送費
689千円

３．委託費
19,346千円

４．迅速な停電復旧
に資する費用
950千円

申請対象費用
22,833千円

※四捨五入の関係で各項目の金額と合計金額が合わない場合がある。

申請交付額
(自己負担：10％を除いた額)

×0.9 = 20,550千円



5（4）新潟豪雨災害～申請金額の概要および査定～

 仮復旧作業は６日間であり、時間外労務費の対象者として延べ１０１名が対応にあたった。
 申請金額の約６割が委託費であり、査定の結果、申請交付額全額を承認した。
 なお、他電力からの応援はなかった。

１. 時間外労務費・手当・日当
3,744千円

２．人員の移動・宿泊費
302千円３．委託費 6,670千円

４．迅速な停電復旧に資する費用
520千円

申請対象費用
11,236千円

※四捨五入の関係で各項目の金額と合計金額が合わない場合がある。
申請交付額

(自己負担：10％を除いた額)

×0.9 = 10,113千円



6２．審査結果（総括）

 審査の結果、一部減額はあったが、総じて申請金額や証憑等に問題がないことを確認した。
 本申請案件に係る交付額について、「2022年8月 石川県・福井県での大雨」など3件において、
計1,172,313円の減額があったが、計1,698,846,000円で決定する。

申請対象費用
審査結果 交付額

（審査の上決定）承認額 減額

九州エリア 台風11号 200,305,748円 200,115,068円 190,680円 180,104,000円

九州エリア 台風14号 1,654,402,965円 1,654,382,991円 19,974円 1,488,945,000円

2022年8月 石川
県・福井県での大雨 22,833,174円 21,871,515円 961,659円 19,684,000円

新潟豪雨災害 11,236,141円 11,236,141円 0円 10,113,000円

合計 1,888,778,028円 1,887,605,715円 1,172,313円 1,698,846,000円

×
0.9

（10%は自己負担）
千円未満四捨五入



7３．まとめ ～交付額の決定及び申請事業者への対応について～

 速やかに交付額の決定通知書を発行し、交付対象者へ通知する。
 今回の交付決定額は、災害等扶助拠出金の積立残高を超えるため、業務規程176条の14第2項の規
定に基づき、2023年度分災害等扶助拠出金の納入完了の翌月末日を以って支払う。

交付額
（今回決定）

（１）
2023/2月末日
支払い額

（２）
2023年度分災害等扶助拠出金

（予定）の納入完了の
翌月末日支払い額

積立残高：なし
【2023年度拠出総額（予定）

ー既交付予定分】
予定積立残高：6,058,171,000円

九州エリア 台風11号 180,104,000円 ⇒ 0円 180,104,000円

九州エリア 台風14号 1,488,945,000円 ⇒ 0円 1,488,945,000円

2022年8月 石川県・福井
県での大雨 19,684,000円 ⇒ 0円 19,684,000円

新潟豪雨災害 10,113,000円 ⇒ 0円 10,113,000円

※参考

2023年度拠出予定総額 6,210,000,000円
既交付予定分 151,829,000円

上記交付後の
2023年度拠出総額(予定)
に対する残高

4,359,325,000円
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【補足資料】
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１．九州エリア 2022年台風11号による被害に対する仮復旧費用
（九州電力送配電株式会社）



10［参考］対象となる申請案件の概要 ～申請内容～

項目 内容

1．件名 九州エリア 2022年台風11号による被害に対する仮復旧費用

2．災害要件

3．被害状況 ・停電発生日時 ：2022年9月4日（日）9時
・最大停電日時、 戸数：2022年9月6日（火）5時、約3万8千戸
・損害設備状況：〔配電〕支持物：2本(傾斜) 電線：354条径間(断混線他)

〔送電〕電線：１条径間(断線)

4．仮復旧終了日（扱い日）
2022年9月6日 (火) 18時

5．申請交付金額
（自己負担一割を除いた額） 180,275,000円

判断タイミング 災害基準要件

発災前

●電力供給エリアにおいて、以下のいずれかに該当する場合

・（台風）非常に強いまたは猛烈な台風について、48時間先までの予想進路に電力供給エリアが入る場合

・（災害共通）大雨特別警報、暴風特別警報等の各種特別警報が発表された場合

・（災害共通）国や電力広域機関からの要請があった場合

発災直後

●電力供給エリアにおいて、以下のいずれかに該当する場合

・（災害共通）最大停電軒数（戸数）10万以上

・（台風・豪雨）最大風速*40m/s以上が観測された場合 *最大風速：10分間平均風速の最大値

・（台風・豪雨）1時間降水量が80mm以上を観測した場合

・（地震）最大震度6弱以上を観測した場合

・（災害共通）国や電力広域機関からの要請があった場合

（発災前）
・台風11号 48時間先までの予想進路(気象庁発表)において、暴風域に入る確率が70％以上の範囲に
電力供給エリアが入った。



11［参考］対象となる申請案件の災害概要 ～九州エリア 台風11号の概要～

 長崎県や福岡県など九州北部が風速25m/s以上の暴風域に入り、最大瞬間風速は長崎県対馬市・
厳原で44.7m/s、長崎県大村市で36.5m/s、福岡市で33.2m/sを観測した。九州の各地や愛媛県、
山陰地方には暴風警報が発表された。

出典：ウェザーニュースより(抜粋)：https://weathernews.jp/s/topics

https://weathernews.jp/s/topics/202209/050225/#:%7E:text=%E9%95%B7%E5%B4%8E%E7%9C%8C%E3%82%84%E7%A6%8F%E5%B2%A1%E7%9C%8C,%E3%81%8C%E7%99%BA%E8%A1%A8%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82


12［参考］対象となる申請案件の概要 ～災害基準要件のエビデンス～

 交付対象となる災害基準要件（(台風)非常に強いまたは猛烈な台風について、48時間先までの
予想進路に電力供給エリアが入る場合）を満たしていることを確認した。

出典：国土交通省 気象庁ホームページより抜粋



13

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

0:
00

2:
00

4:
00

6:
00

8:
00

10
:0

0

12
:0

0

14
:0

0

16
:0

0

18
:0

0

20
:0

0

22
:0

0

0:
00

2:
00

4:
00

6:
00

8:
00

10
:0

0

12
:0

0

14
:0

0

16
:0

0

18
:0

0

20
:0

0

22
:0

0

0:
00

2:
00

4:
00

6:
00

8:
00

10
:0

0

12
:0

0

14
:0

0

16
:0

0

18
:0

0

20
:0

0

22
:0

0

［参考］対象となる申請案件の概要 ～停電状況及び交付金対象期間～

仮復旧対象期間

時間外
日当

宿泊
旅費

直接工事
(資機材)

委託費

仮/本
区分可

仮/本
区分不可

事前対応

配電工事他

8/30の事前派遣～事業場での復旧業務、設備確認・現場出向など

該当なし

停電発生日時
9/4 9：00

停電ピーク
9/6 5:00

99%停電復旧
9/6 18：00

停電軒数の推移

8/30の事前派遣～復旧対応に資する申請

該当なし

停電ピーク
9/6 AM5時
約38,000戸

【災害基準要件】
48時間先までの予想
進路において暴風域に
入る確率が70％以上
の範囲に入った

停電発生
9/4 AM9時

該当なし

99％停電解消
９/6 18時
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 時間外労務費の対象として、事前対応を含め、延べ1,985名が復旧対応にあたった。
 申請している作業内容が適切か、時間外単価が当該会社の各種規程に基づき適切に計算されているか、
申請期間が「仮復旧対象期間（~99%停電復旧日まで）」を逸脱していないか等について審査し、問
題ないことを確認した。（8/30～9/3は事前準備・事前派遣のみ）

［参考］審査結果 ①時間外労務費・日当等

項目 申請対象
費用 審査額 差異

時間外労務費 27,972 27,972 ０

手当 465 465 0

日当 1,223 1,223 0

計 29,660 29,660 0

＜①時間外労務費内訳＞
単位：千円
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300

600
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＜作業内容及び対応人数＞
広報車対応
リエゾン対応
変電設備復旧対応
復旧資機材調達、道路情報収集
配電設備復旧対応
通信設備復旧対応
送変電設備復旧対応
食事・宿泊手配等の支援班業務
系統操作・運転応援・復旧対応
事前準備・事前派遣等

※千円未満四捨五入
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 復旧作業に使用した高所作業車クレーン利用料の申請があった。
 対象となる費用が証憑と整合しているか、利用期間が正当か確認し、相違ないことを確認した。

審査結果 ②資機材の材料費・輸送費

項目 申請対象費用 審査額 差異

仮復旧に必要な機器
リース代 68 68 0

計 68   68 0

＜②資機材の材料費・輸送費の内訳＞ 単位：千円

※千円未満四捨五入
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 移動・宿泊費の対象は、8/30(事前対応)～9/6(仮復旧99％終了日)までの８日間であった。
 対象となる旅費及びその他費用が証憑と整合しているか、宿泊費が当該会社の各種規程や証憑と整合し
ているか、利用期間等について相違がないかを審査し、問題ないことを確認した。

審査結果 ③人員の移動・宿泊費

項目 申請対象費用 審査額 差異

旅費 103 103 0

宿泊費
（キャンセル代含
む）

2,823 2,823 0

その他費用
（乗車代、レンタ
カー、レンタル布団
等）

4,667 4,667 0

計 7,594  7,594 0

＜③人員の移動・宿泊費及びその他費用の内訳＞

単位：千円

＜旅費・宿泊費の内訳＞
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※千円未満四捨五入
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 設備被害は、【配電】で電線が354条径間断混線があり、【送電】で電線が1条径間断線し、それに伴う
配電工事費用が発生した。

 一部の証憑において、作業期間の按分計算誤りがあり、その超過分を未承認とした。

［参考］審査結果 ④委託費

項目 申請対象費用 審査額 差異

配電 138,359 138,169 190

変電 10,246 10,246 0

送電 5,273 5,273 0

通信（巡視・点検等） 9,106 9,106 0

計 162,984 162,794 190

単位：千円＜④委託費の内訳＞

※千円未満四捨五入



18

２．九州エリア 2022年台風14号による被害に対する仮復旧費用
（九州電力送配電株式会社）



19［参考］対象となる申請案件の概要 ～申請内容～
項目 内容

1．件名 九州エリア 2022年台風14号による被害に対する仮復旧費用
2．災害要件

3．被害状況 ・停電発生日時 ：2022年9月17日（土）18時
・最大停電日時、 戸数：2022年9月19日（月）1時 約35万3千戸
・主な設備被害：〔配電〕支持物：481本(折損等)、電線：7,467条径間(断混線他)

〔送電〕電線：1条径間(断線)、〔通信〕通信ケーブル：13条(断心)

4．仮復旧終了日（扱い日）
2022年9月22日 (木) 16時

5．申請交付金額
（自己負担一割を除いた額） 1,488,963,000円

判断タイミング 災害基準要件

発災前

●電力供給エリアにおいて、以下のいずれかに該当する場合

・（台風）非常に強いまたは猛烈な台風について、48時間先までの予想進路に電力供給エリアが入る場合

・（災害共通）大雨特別警報、暴風特別警報等の各種特別警報が発表された場合

・（災害共通）国や電力広域機関からの要請があった場合

発災直後

●電力供給エリアにおいて、以下のいずれかに該当する場合

・（災害共通）最大停電軒数（戸数）10万以上

・（台風・豪雨）最大風速*40m/s以上が観測された場合 *最大風速：10分間平均風速の最大値

・（台風・豪雨）1時間降水量が80mm以上を観測した場合

・（地震）最大震度6弱以上を観測した場合

・（災害共通）国や電力広域機関からの要請があった場合

（発災前）
・台風14号 48時間先までの予想進路(気象庁発表)において、暴風域に入る確率が70％以上の範囲に
電力供給エリアが入った。
・大雨特別警報が発令（9/18：宮崎県）
（発生直後）
・9/18 14時 停電戸数10万戸を超過



20［参考］対象となる申請案件の災害概要 ～九州エリア 台風14号の概要～

 台風14号では 鹿児島県屋久島の50.9m/sをはじめ、大分県佐伯市蒲江の50.4m/s、愛媛県四国
中央市・四国中央の47.4m/s、上陸した鹿児島市の43.5m/sなど、最大瞬間風速で40m/sを超える
暴風が観測された。

出典：ウェザーニュースより(抜粋)：https://weathernews.jp/s/topics/202209/200165/

https://weathernews.jp/s/topics/202209/200165/


21［参考］対象となる申請案件の概要 ～災害基準要件のエビデンス～

 交付対象となる災害基準要件（(台風)非常に強いまたは猛烈な台風について、48時間先までの
予想進路に電力供給エリアが入る場合）を満たしていることを確認した。

出典：国土交通省 気象庁ホームページより抜粋



22［参考］対象となる申請案件の概要 ～停電状況及び交付金対象期間～

仮復旧対象期間

時間外
日当

宿泊
旅費

直接工事
(資機材)

委託費

仮/本
区分可

仮/本
区分不可

事前対応

該当なし

9/13の事前派遣～事業場での復旧業務、設備確認・現場出向など

該当なし

停電発生日時
9/17 18：00

停電ピーク
9/19 1:00

停電軒数の推移

99%停電復旧
9/22 16：00

該当なし

配電工事他

【災害基準要件】
48時間先までの予想
進路において暴風域に
入る確率が70％以上
の範囲に入った
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停電発生
９/17 18時

99％停電解消
９/22 16時

9/13の事前派遣～復旧対応に資する申請

停電ピーク
9/19 1時
約35万3千戸
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 時間外労務費の対象として、事前対応を含め、延べ6,654名が復旧対応にあたった。
 申請している作業内容が適切か、時間外単価が当該会社の各種規程に基づき適切に計算されているか、
申請期間が「仮復旧対象期間（~99%停電復旧日まで）」を逸脱していないか等について審査し、問
題ないことを確認した。（9/13～9/16は事前準備・事前派遣のみ）

［参考］審査結果 ①時間外労務費・日当等

項目 申請対象
費用 審査額 差異

時間外労務費 187,454 187,454 ０

手当 1,383 1,383 0

日当 4,005 4,005 0

計 192,842 192,842 0

＜①時間外労務費内訳＞

単位：千円
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＜作業内容及び対応人数＞
燃料仮貯蔵所設置・運営
広報車対応
リエゾン対応
変電設備復旧対応
復旧資機材調達、道路情報収集
配電設備復旧対応
通信設備復旧対応
送変電設備復旧対応
食事・宿泊手配等の支援班業務
系統操作・運転応援・復旧対応
事前準備・事前派遣等

※千円未満四捨五入
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 復旧作業に使用した高所作業車クレーン利用料の申請があった。
 復旧要員と資機材運搬のため、ヘリコプターを使用した。
 対象となる費用が証憑と整合しているか、利用期間が正当か確認し、相違ないことを確認した。

審査結果 ②資機材の材料費・輸送費

項目 申請対象費用 審査額 差異

仮復旧に必要な機器リース代 5,462 5,462 0

計 5,462   5,462 0

＜②資機材の材料費・輸送費の内訳＞
単位：千円

※千円未満四捨五入
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 移動・宿泊費の対象は、9/13(事前対応)～9/22(仮復旧99％終了日)までの10日間であった。
 対象となる旅費及びその他費用が証憑と整合しているか、宿泊費が当該会社の各種規程や証憑と整合
しているか、利用期間等について相違がないかを審査し、一部を除き問題ないことを確認した。

 一部の証憑において、対象外の申請や計算誤りがあり、当該分を未承認とした。

審査結果 ③人員の移動・宿泊費

項目 申請対象費用 審査額 差異

旅費 637 628 9

宿泊費
（キャンセル代含
む）

7,108 7,108 0

その他費用
（乗車代、レンタ
カー、レンタル布団
等）

15,149 15,144 5

計 22,894  22,880 14

＜③人員の移動・宿泊費及びその他費用の内訳＞

単位：千円

＜旅費・宿泊費の内訳＞
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※千円未満四捨五入
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 高圧発電機車使用による軽油代、人件費、車両費(タンクローリー１台)について、対象となる費用が証憑
と整合しているか、利用期間が正当か確認し、相違ないことを確認した。

［参考］審査結果 ④電源車等の燃料・移動・点検費

項目 申請対象費用 審査額 差異

高圧発電機車にかかる費用
（軽油代・車両費・人件費等）

592 592 0

危険物仮貯蔵取扱い申請手数料 5 5 0

計 597 597 0

＜④電源車等の燃料・移動・点検費内訳＞
単位：千円

※千円未満四捨五入
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 設備被害は、【配電】では支持物が481本の折損、電線が7,467条径間断混線、【送電】では電線が
1条径間断線、【通信】では通信ケーブルが13条断心し、それに伴う配電工事費用が発生した。

 一部の証憑において、計算誤りがあり、当該分を未承認とした。

［参考］審査結果 ⑤委託費

項目 申請対象費用 審査額 差異

配電 1,322,405 1,322,400 5

変電 36,105 36,105 0

送電 43,899 43,899 0

通信（巡視・点検等） 30,199 30,199 0

計 1,432,608 1,432,603 5

単位：千円＜⑤委託費の内訳＞

※千円未満四捨五入
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３．2022年8月 石川県・福井県での大雨
（北陸電力送配電株式会社）



29［参考］対象となる申請案件の概要 ～申請内容～

項目 内容

1．件名 2022年8月 石川県・福井県での大雨

2．災害要件

3．被害状況
・停電発生日時：2022年8月4日（木）6時10分
・最大停電日時、戸数：2022年8月5日（金）4時20分、469戸
・損害設備状況：被害箇所 計14箇所（電柱被害計37基）

4．仮復旧終了日（扱い日）
2022年8月5日 (金) 19:46

5．申請交付金額
（自己負担一割を除いた額） 20,550,000円

判断タイミング 災害基準要件

発災前

●電力供給エリアにおいて、以下のいずれかに該当する場合

・（台風）非常に強いまたは猛烈な台風について、48時間先までの予想進路に電力供給エリアが入る場合

・（災害共通）大雨特別警報、暴風特別警報等の各種特別警報が発表された場合

・（災害共通）国や電力広域機関からの要請があった場合

発災直後

●電力供給エリアにおいて、以下のいずれかに該当する場合

・（災害共通）最大停電軒数（戸数）10万以上

・（台風・豪雨）最大風速*40m/s以上が観測された場合 *最大風速：10分間平均風速の最大値

・（台風・豪雨）1時間降水量が80mm以上を観測した場合

・（地震）最大震度6弱以上を観測した場合

・（災害共通）国や電力広域機関からの要請があった場合

（発災直後）
・8/4 5:15 石川県白山河内で1時間降水量108.0mmを観測
・8/5 8:50 福井県南越前町荒井で1時間降水量83.0mmを観測



30［参考］対象となる申請案件の災害概要 ～石川県・福井県大雨の概要～

■８月３日から４日にかけて北陸地方を南下した停滞前線や日本の南に中心を持つ高気圧の縁に沿って
暖かく湿った空気が流れ込み、大気の状態が非常に不安定となった。この影響で石川県では記録的な大
雨となり、石川県加賀では土砂災害、浸水害、洪水害が発生した。住家被害が発生し、停電、断水、電
話の不通等ライフラインに被害が発生したほか、道路の通行止め、鉄道の運休等の交通障害が発生した。

■石川県白山河内観測所にて、交付対象となる災害基準要件((台風・豪雨）1時間降水量が
80mm以上を観測）を満たしていることを確認した。

出典：令和４年８月３日から５日にかけての大雨
に関する石川県気象速報＜金沢地方気象台＞

令和４年８月３日から５日にかけての大雨に関する石川県気象速報＜金沢地方気象台＞一部抜粋

【雨の状況】



31［参考］対象となる申請案件の概要 ～停電状況及び交付金対象期間～

仮復旧対象期間

時間外
日当

宿泊
旅費

直接工事
(資機材)

委託費

仮/本
区分可

仮/本
区分不可

事前対応

事業場での復旧業務、設備確認・現場出向など

停電発生日時
8/4 6:10

停電ピーク
8/5 4:20

99%停電復旧
8/5 15:40

停電軒数の推移

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし 仮復旧工事（外線工事等）※供給信頼度を保つ必要があった為9/26迄実施

該当なし 仮復旧に資する資機材・輸送費

水害以外の停電戸数が含まれ
ており，停電ピークではない
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 8月4日から始まり、全ての仮復旧工事終了は9月26日であったが、本制度の時間外労務費の対象は
99％停電解消日（8月5日）までであるため、8月6日以降の時間外労務費・日当は対象外とした。

 申請している作業内容が適切か、時間外単価が当該会社の各種規程に基づき適切に計算されているか、
申請期間が「仮復旧対象期間（~99%停電復旧日まで）」を逸脱していないか等について審査し、問
題ないことを確認した。

［参考］審査結果 ①時間外労務費・日当等

項目 申請対象
費用 審査額 差異

時間外労務費 1,559 736 823

手当 289 150 139

日当 0 0 0

計 1,848 886 962

＜①時間外労務費内訳＞
単位：千円

※千円未満四捨五入
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 仮復旧作業に使用した高圧・低圧線、地支線アンカ等の申請があった。
 対象となる費用が本制度の目的及び証憑と整合しているか、利用期間が正当か等を審査し、相違ないこ
とを確認した。

審査結果 ②資機材の材料費・輸送費

項目 申請対象費用 審査額 差異

資機材の材料費 469 469 0

輸送代 220 220 0

計 689   689 0

＜②資機材の材料費・輸送費の内訳＞ 単位：千円

※千円未満四捨五入
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 送電設備への対応として、鉄塔保全措置及び監視カメラの設置など、大部分が供給信頼度を維持する
ための工事であった。

 委託及び迅速な停電復旧に資する費用は、その目的、工期及び施工内容を審査し、問題ないことを確
認した。

審査結果 ③委託費、④迅速な停電復旧に資する費用

項目 申請対象費用 審査額 差異

外線工事 13,727 13,727 0

復旧工事 915 915 0

敷地保全工事 2,832 2,832 0

敷地調査工事 1,872 1,872 0

伐採工事 950 950 0

計 20,296 20,296 0

単位：千円＜③委託費、④迅速な停電復旧に資する費用の内訳＞ ※千円未満四捨五入
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４．新潟豪雨災害による被害に対する仮復旧費用
（東北電力ネットワーク株式会社）



36［参考］対象となる申請案件の概要 ～申請内容～

項目 内容

1．件名 新潟豪雨災害による被害に対する仮復旧費用

2．災害要件

3．被害状況
・停電発生日時 ：2022年8月3日（水）13時21分
・最大停電日時、 戸数：2022年8月4日（木） 2時37分、2,241戸
・損害設備状況：設備損傷等

4．仮復旧終了日（扱い日）
2022年8月8日 （月）13時30分

5．申請交付金額
（自己負担一割を除いた額） 10,113,000円

判断タイミング 災害基準要件

発災前

●電力供給エリアにおいて、以下のいずれかに該当する場合

・（台風）非常に強いまたは猛烈な台風について、48時間先までの予想進路に電力供給エリアが入る場合

・（災害共通）大雨特別警報、暴風特別警報等の各種特別警報が発表された場合

・（災害共通）国や電力広域機関からの要請があった場合

発災直後

●電力供給エリアにおいて、以下のいずれかに該当する場合

・（災害共通）最大停電軒数（戸数）10万以上

・（台風・豪雨）最大風速*40m/s以上が観測された場合 *最大風速：10分間平均風速の最大値

・（台風・豪雨）1時間降水量が80mm以上を観測した場合

・（地震）最大震度6弱以上を観測した場合

・（災害共通）国や電力広域機関からの要請があった場合

（発災直後）
・新潟県の三面、下関、中条観測所で1時間降水量108.0mmを観測



37［参考］対象となる申請案件の災害概要 ～新潟豪雨の概要～

■８月３日から４日にかけて、日本海からのびる前線が新潟県付近に停滞し、太平洋高気圧の縁をまわる
暖かく湿った空気が流れ込んだため前線の活動が活発となり、新潟県で記録的な大雨となった。８月３日
昼過ぎから８月４日明け方にかけては、村上市、関川村、胎内市、阿賀町で猛烈な雨を観測し、記録的
短時間大雨情報(第１号～第16号）を発表した。

■また、８月３日の日最大１時間降水量は三面94.5ミリ、 ８月４日の日最大１時間降水量は下関
149.0mm、中条92.0mmを観測し、いずれも統計開始以来の極値を更新した

令和４年８月３日から４日にかけての大雨に関する新潟県気象速報＜新潟地方気象台＞抜粋

【地域気象観測（アメダス）毎時降水量表（単位：mm）】
令和4年8月3日

令和4年8月4日

出典：令和４年８月３日から４日にかけての大雨に関する新潟県気象速報＜新潟地方気象台＞抜粋

80mm/h以上観測個所
■新潟県三面
■新潟下関
■新潟中条

出典：国土交通省 気象庁ホームページより抜粋



38［参考］対象となる申請案件の概要 ～停電状況及び交付金対象期間～

仮復旧対象期間

時間外
日当

宿泊
旅費

直接工事
(資機材)

委託費

仮/本
区分可

仮/本
区分不可 ヘリ巡視・地上巡視・ヘリ人員輸送

事業場での復旧業務、設備確認・現場出向など

停電発生日時
8/3 13:21

停電ピーク
8/4 2:37

99%停電復旧
8/8 13:30

停電軒数の推移

復旧対応に資する申請

該当なし

該当
なし
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8/3(水) 8/4(木) 8/5(金) 8/6(土) 8/7(日) 8/8(月)

最大停電戸数
8/4 2:37 
2,044戸

8/8 13:30 復旧

事前対応

該当
なし

該当
なし

該当
なし 異物（樹木）撤去費用



39［参考］審査結果 ①時間外労務費・日当等、②人員の移動・宿泊費

項目 申請対象
費用 審査額 差異

時間外労務費 3,494 3,494 0

手当 140 140 0

日当 110 110 0

計 3,744 3,744 0

＜①時間外労務費内訳＞ 単位：千円

※千円未満四捨五入
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 時間外労務費の対象として、事前対応を含め、延べ101名が復旧対応にあたった。
 申請している作業内容が適切か、時間外単価が当該会社の各種規程に基づき適切に計算されているか、
申請期間が「仮復旧対象期間（~99%停電復旧日まで）」を逸脱していないか等について審査し、問
題ないことを確認した。



40［参考］審査結果 ①時間外労務費・日当等、②人員の移動・宿泊費

項目 申請対象
費用 審査額 差異

出張旅費 12 12 0

宿泊費
（キャンセル代含む） 246 246 0

その他費用
（高速道路代ほか） 44 44 0

計 302 302 0

＜②人員の移動・宿泊費内訳＞

単位：千円

※千円未満四捨五入
0

100
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300

8/3～8/8

旅費

宿泊

単位：千円

 移動・宿泊費の対象は、8/3(事前対応)～8/8(仮復旧99％終了日)までの6日間であった。
 対象となる旅費及びその他費用が証憑と整合しているか、宿泊費が当該会社の各種規程や証憑と整合し
ているか、利用期間等について相違がないかを審査し、問題ないことを確認した。

＜旅費・宿泊費の内訳＞
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 委託費は主に巡視であり、迅速な停電復旧に資する費用は仮復旧を行うために妨げとなる異物撤去を
行った。

 巡視と復旧要員運搬のため、ヘリコプターを使用した。
 エビデンスに基づき、主に工事内容や工期に関し審査を行い、申請内容に問題がないことを確認した。

［参考］審査結果 ③委託費、④迅速な停電復旧に資する費用

項目 申請対象費用 審査額 差異

ヘリ巡視 2,097 2,097 0

地上巡視 1,064 1,064 0

ヘリ人員輸送 3,509 3,509 0

異物（樹木）撤去 520 520 0

計 7,190 7,190 0

単位：千円＜③委託費、④迅速な停電復旧に資する費用の内訳＞

※千円未満四捨五入



（別紙２）

広域総第２０２２－１４８号

２０２３年３月１日

九州電力送配電株式会社

代表取締役社長  

廣渡  健  殿  

電力広域的運営推進機関

 理事長  大山  力

災害等扶助交付金の申請に関する交付金決定通知について

２０２３年１月５日付で受理致しました「２０２２年台風１１号

豪雨による被害に対する災害復旧費用（２０２２－０４）」に関す

る災害等扶助交付金の申請について、業務規程第１７６条の１３第

１項に基づき、申請内容の精査を行い、業務規程第１７６条の１３

第２項に基づき、下記の通り交付金額を決定致しましたので通知致

します。 

記

１．件名（案件番号）

２０２２年台風１１号豪雨による被害に対する災害復旧費用

（２０２２－０４）

２．交付金額 

１８０，１０４，０００円

３．交付決定日

２０２３年３月１日

４．交付金支払い日  

上記２．の交付金額が、災害等扶助拠出金の積立残高を超える

ため、業務規程第１７６条の１４第２項の規定に基づき、以下の

通り支払う。  



2 
 

支払い日  支払い額  備考  

（１）２０２３年４月末日  

―  

積立残高  

ゼロのため  

（２）２０２３年度災害等扶助  

拠出金の納入完了の翌月末  
１８０，１０４，０００円   

合計  １８０，１０４，０００円   

 

以上  



（別紙３）

広域総第２０２２－１４９号

２０２３年３月１日

九州電力送配電株式会社

代表取締役社長  

廣渡  健  殿  

電力広域的運営推進機関

 理事長  大山  力

災害等扶助交付金の申請に関する交付金決定通知について

２０２３年１月５日付で受理致しました「２０２２年台風１４号

豪雨による被害に対する災害復旧費用（２０２２－０５）」に関す

る災害等扶助交付金の申請について、業務規程第１７６条の１３第

１項に基づき、申請内容の精査を行い、業務規程第１７６条の１３

第２項に基づき、下記の通り交付金額を決定致しましたので通知致

します。 

記

１．件名（案件番号）

２０２２年台風１４号豪雨による被害に対する災害復旧費用

（２０２２－０５）

２．交付金額 

１，４８８，９４５，０００円

３．交付決定日

２０２３年３月１日

４．交付金支払い日  

上記２．の交付金額が、災害等扶助拠出金の積立残高を超える

ため、業務規程第１７６条の１４第２項の規定に基づき、以下の

通り支払う。  



2 
 

支払い日  支払い額  備考  

（１）２０２３年４月末日  

―  

積立残高  

ゼロのため  

（２）２０２３年度災害等扶助  

拠出金の納入完了の翌月末  
１，４８８，９４５，０００円  

合計  １，４８８，９４５，０００円  

 

以上  



（別紙４） 

広域総第２０２２－１５０号  

２０２３年３月１日  

 

北陸電力送配電株式会社  

代表取締役社長  

棚田  一也  殿  

電力広域的運営推進機関  

 理事長  大山  力     

 

災害等扶助交付金の申請に関する交付金決定通知について  

 

２０２３年１月２５日付で受理致しました「２０２２年８月  石川

県・福井県での大雨（２０２２－０６）」に関する災害等扶助交付

金の申請について、業務規程第１７６条の１３第１項に基づき、申

請内容の精査を行い、業務規程第１７６条の１３第２項に基づき、

下記の通り交付金額を決定致しましたので通知致します。  

 

記  

１．件名（案件番号）  

２０２２年８月  石川県・福井県での大雨（２０２２－０６）  

２．交付金額  

１９，６８４，０００円  

３．交付決定日  

２０２３年３月１日  

４．交付金支払い日  

上記２．の交付金額が、災害等扶助拠出金の積立残高を超える  

ため、業務規程第１７６条の１４第２項の規定に基づき、以下の  

通り支払う。   

 

 

 



2 
 

支払い日  支払い額  備考  

（１）２０２３年４月末日  

―  

積立残高  

ゼロのため  

（２）２０２３年度災害等扶助  

拠出金の納入完了の翌月末  
１９，６８４，０００円   

合計  １９，６８４，０００円   

 

以上  



（別紙５） 

広域総第２０２２－１５１号  

２０２３年３月１日  

 

東北電力ネットワーク株式会社  

取締役社長  

坂本  光弘  殿  

電力広域的運営推進機関  

 理事長  大山  力     

 

災害等扶助交付金の申請に関する交付金決定通知について  

 

２０２３年１月３１日付で受理致しました「新潟豪雨災害による

被害に対する仮復旧費用（２０２２－０７）」に関する災害等扶助

交付金の申請について、業務規程第１７６条の１３第１項に基づき、

申請内容の精査を行い、業務規程第１７６条の１３第２項に基づき、

下記の通り交付金額を決定致しましたので通知致します。  

 

記  

１．件名（案件番号）  

新潟豪雨災害による被害に対する仮復旧費用（２０２２－０７） 

２．交付金額  

１０，１１３，０００円  

３．交付決定日  

２０２３年３月１日  

４．交付金支払い日  

上記２．の交付金額が、災害等扶助拠出金の積立残高を超える  

ため、業務規程第１７６条の１４第２項の規定に基づき、以下の  

通り支払う。  
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支払い日  支払い額  備考  

（１）２０２３年４月末日  

―  

積立残高  

ゼロのため  

（２）２０２３年度災害等扶助  

拠出金の納入完了の翌月末  
１０，１１３，０００円   

合計  １０，１１３，０００円   

 

以上  


	①第X号議案_（公表）災害等扶助交付金の決定及び交付額決定通知書の通知について_（FIX）
	②別紙1_（公表）災害等扶助交付金の申請内容及び審査結果について（九州、北陸、東北）_（FIX）0222
	災害等扶助交付金の申請内容及び審査結果
	１．災害等扶助交付金の申請内容について
	（1）九州エリア　台風11号～申請金額の概要および査定～
	（2）九州エリア　台風14号～申請金額の概要および査定～
	（3）2022年8月 石川県・福井県での大雨～申請金額の概要および査定～
	（4）新潟豪雨災害～申請金額の概要および査定～
	　２．審査結果（総括）
	３．まとめ　～交付額の決定及び申請事業者への対応について～
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	［参考］対象となる申請案件の概要　～申請内容～
	［参考］対象となる申請案件の災害概要　～九州エリア 台風11号の概要～　
	［参考］対象となる申請案件の概要　～災害基準要件のエビデンス～
	［参考］対象となる申請案件の概要　～停電状況及び交付金対象期間～
	［参考］審査結果　①時間外労務費・日当等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	審査結果　②資機材の材料費・輸送費
	審査結果　③人員の移動・宿泊費
	［参考］審査結果　④委託費
	スライド番号 19
	［参考］対象となる申請案件の概要　～申請内容～
	［参考］対象となる申請案件の災害概要　～九州エリア 台風14号の概要～　
	［参考］対象となる申請案件の概要　～災害基準要件のエビデンス～
	［参考］対象となる申請案件の概要　～停電状況及び交付金対象期間～
	［参考］審査結果　①時間外労務費・日当等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	審査結果　②資機材の材料費・輸送費
	審査結果　③人員の移動・宿泊費
	［参考］審査結果　④電源車等の燃料・移動・点検費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	［参考］審査結果　⑤委託費
	スライド番号 29
	［参考］対象となる申請案件の概要　～申請内容～
	［参考］対象となる申請案件の災害概要　～石川県・福井県大雨の概要～　
	［参考］対象となる申請案件の概要　～停電状況及び交付金対象期間～
	［参考］審査結果　①時間外労務費・日当等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	審査結果　②資機材の材料費・輸送費
	審査結果　③委託費、④迅速な停電復旧に資する費用
	スライド番号 36
	［参考］対象となる申請案件の概要　～申請内容～
	［参考］対象となる申請案件の災害概要　～新潟豪雨の概要～　
	［参考］対象となる申請案件の概要　～停電状況及び交付金対象期間～
	［参考］審査結果　①時間外労務費・日当等、②人員の移動・宿泊費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	［参考］審査結果　①時間外労務費・日当等、②人員の移動・宿泊費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	［参考］審査結果　③委託費、④迅速な停電復旧に資する費用

	③別紙2_（公表）交付金決定通知書_2022年台風11号豪雨による被害に対する災害復旧費用(2022-04)
	④別紙3_（公表）交付金決定通知書_2022年台風14号豪雨による被害に対する災害復旧費用(2022-05)
	⑤別紙4_（公表）交付金決定通知書_2022年8月石川県・福井県大雨(2022-06)
	⑥別紙5_（公表）交付金決定通知書_新潟豪雨災害による被害に対する仮復旧費用(2022-07)

